
スズメ目キバシリ科 石川県カテゴリーキバシリ 情報不足

なし国カテゴリー

留鳥として本州、四国では低山から亜高山までの森林に、北海道では平地でも見られる。
国内分布

白山山系のブナ林に生息している。この他、輪島市沖の舳倉島、七ツ島では渡り途中と思われる個体

が観察されている。
県内分布

全長約14cm。上面は褐色で白と黒の縦斑があり、下面は白。嘴は細長く、下に湾曲している。
形　　態

白山山系の森林のみに生息する種類で個体数も少ないと考えられるが、実態はよく分かっていない。
選定理由

主食は昆虫やその卵。木をらせん状に上りながら採食し、地上に降りることはない。繁殖期は4～5月

といわれ、抱卵期間，育雛期間ともに約2週間。
生　　態

生息数がごく少ないと考えられるが、実態はよく分かっていない。（A，D）
生存の危機

発達した森林。ブナ林やコメツガ、オオシラビソなどの針葉樹林。
生息地の条件

県内の分布

Certhia familiaris Linnaeus
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